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新型コロナウイルス感染症対策関係経費
　３０億２,０９０万円！！

新型コロナウイルス感染症対策関係経費
　３０億２,０９０万円！！

令和2年　第2回　臨時会令和2年　第2回　臨時会 ５月13日

令和2年　第2回　定例会令和2年　第2回　定例会
６月９日～23日
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30
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一般会計

特別会計

企業会計

合　　計

264億2,524万8千円

83億5,806万9千円

93億1,112万0千円

440億9,443万7千円

10億 224万8千円

0千円

0千円

10億 224万8千円

28億2,300万0千円

0千円

4,900万0千円

28億7,200万0千円

226億 0万0千円

83億5,806万9千円

92億6,212万0千円

402億2,018万9千円

補正後の予算額６月定例会補正５月臨時会補正補正前の予算額

◎令和２年度補正予算額

　５月13日に第２回臨時会を、６月９日から15日間の会期で第
２回定例会を開催し、市長から提出のあった議案について審議し
た結果、いずれも原案のとおり承認または可決となりました。
　また、議会議案２件について第２回定例会にて可決されまし
た。

　５月13日に第２回臨時会を、６月９日から15日間の会期で第
２回定例会を開催し、市長から提出のあった議案について審議し
た結果、いずれも原案のとおり承認または可決となりました。
　また、議会議案２件について第２回定例会にて可決されまし
た。
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医療提供体制のより一層の強化を求める意見書
　新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づき発出された緊急事態宣言について、本県では５月14日に、そして５月25日には全国的
に解除となった。大きな苦痛を伴った県民・国民による社会経済活動等の自粛のほか、医療の最前線で昼夜を問わず奮闘している医療
従事者及びその関係者の献身的な尽力により、現在、感染拡大防止に一定の成果が現れているところである。
　今後は、次の感染拡大の波を抑止しつつ、社会経済活動を段階的に引き上げていく必要があり、経済活動を再開させ、着実な回復を
図っていくためには、感染の第２波、第３波に備えた医療提供体制の整備と感染拡大防止対策の徹底が不可欠である。
　よって、国におかれては、今後の感染拡大に備えて医療提供体制のより一層の充実・強化を図るため、次の措置を講ずるよう強く要
望する。
１　検査件数の急増に備え、人員削減等により業務過多となっている保健所、地方衛生研究所や民間検査機関の体制強化のための支援
を講ずること。
２　ＰＣＲ検査等に使用する試薬等検査キットについて、感染拡大の第２波以降に向けて安定的かつ迅速に検査が実施できるよう、十
分な量を確保すること。
３　マスク・防護具等の医療用物資について、感染拡大の際に全国的に不足が生じないよう備蓄を進め、十分な量を確保するとともに
安定的な供給体制確立のための優先供給協定を締結しておくこと。
４　感染症患者受入れを進める医療機関について、感染症患者専用病床の確保に要する費用及び人員を集中することで生じる人員不足
によるその他病床の休床や、患者の減少によって生じた収支悪化に対する財政支援を講ずること。
５　医療従事者等に対する慰労金を速やかに支給するとともに、感染症患者と接する医療従事者等への手当について財政支援を講ずる
こと。
６　医療従事者やその家族に対する偏見や差別の撲滅に向け、啓発活動を強化すること。
７　公立・公的病院再編検討の先送りについて、再検討にあたっては地域の実情に即し、地域医療の最後の砦としての役割を担ってい
ることを十分踏まえて行うこと。
８　感染症患者の即時受入れ可能な病床を継続して確保するため、緊急包括支援交付金や地方創生臨時交付金の繰越しなど柔軟な執行
を認めるとともに、翌年度以降も継続して拡充を図ること。

新型コロナウイルス感染症対策に関し自治体に対する財政措置の一層の充実と地方税財源の確保を求める意見書
　５月25日、全国で新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が解除されたものの、自治体には引き続き新型コロナウイルス感染症に対す
る迅速な診断体制の拡充と治療薬やワクチンの研究開発が進み治療法が確立するまでの間、地域の実情に応じたきめ細かい中小企業等
への支援など、第２波・第３波に備えた医療提供体制等の充実強化が求められている。
　しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響により経済を取り巻く環境は急激に悪化し、かつてない大幅な地方税の減収など地方
における財源不足の拡大が危惧されている。
　よって、国においては、新型コロナウイルス感染症対策のための自治体に対する財政措置の一層充実と地方税財源の確保のため、次の事
項について実施するよう強く要望する。
１　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金・新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金による支援を継続するととも
に自治体の実情に応じた柔軟な対策を講ずることができるよう制度の見直しを図ること。
２　令和３年度における地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できるよう総額を確保す
ること。

可決された議員提出議案

生活支援（緊急経済対策による家計支援） 26億3,200万円
○特別定額給付金給付事業費 市民1人につき10万円を給付

経営支援（雇用維持と事業継続支援） 1億4,700万円
○新型コロナウイルス感染症緊急経営支援
事業費

⑴石川県の休業要請を受けた従業員30名以上の宿泊施設に対す
る助成

⑵「石川県新型コロナウイルス感染拡大防止協力金」等の対象
外の土産物店・美術品販売店(輪島塗)・飲食店に対する助成

⑶「石川県新型コロナウイルス感染拡大防止協力金」等の対象
外の輪島市朝市組合員に対する助成

⑷　売上高が減少した、従業員20名以下の運輸業・卸売業・小
売業・生活関連サービス業および教育、学習支援業に属する
店舗に対する助成

子育て支援（育児・教育支援） 7,734万円
○子育て世帯への臨時特別給付金事業費 　児童手当を受給する世帯に対し、児童1人につき1万円の臨時

特別給付金を給付

感染拡大防止と医療提供体制整備 6,160万円
○医療提供体制の整備(病院事業) 　発熱外来開設、感染患者入院治療のための病棟開設、医療資

機材購入、医療従事者の処遇改善等

○ひとり親家庭への臨時特別給付金事業費 　ひとり親世帯に対し、児童・生徒1人につき2万円の臨時特別
給付金を給付

○家庭教育支援特別事業費 ⑴保護者が市内在住の小学生から高校生までの児童・生徒１人
につき２万円の家庭教育支援特別給付金を給付

⑵家庭学習用ＤＶＤ(テレビ寺子屋収録)の配布

新型コロナウイルス感染症対策関連予算(主な予算)
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令和２年第２回定例会
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本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

森　 正樹 議員
(所属会派)自民わじま
(党　　派)自由民主党
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問答問答

問答



市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。
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感
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教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　
　
発
達
段
階
に
応
じ
人
権
の
意
義

や
内
容
に
つ
い
て
理
解
し
「
自
分
の

大
切
さ
と
共
に
他
の
人
の
大
切
さ
を

認
め
る
こ
と
」
が
で
き
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
子
ど
も
達
に
対
す

る
教
育
に
お
い
て
も
大
変
重
要
な
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
自
己
有
用
感
の
向
上
や
、
グ
ル
ー

プ
学
習
を
通
じ
た
児
童
の
相
互
理
解

の
促
進
等
、
人
権
感
覚
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
狙
い
と
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
児
童
同
士
や
家
族
と
の
間
で
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
合
う
こ
と
で
児
童

自
身
の
心
情
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、
他
人
の
心
情
も
大
切
に
す
る
気

持
ち
を
養
う
活
動
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
も
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
研
究
は
、
本
年
11
月
13
日

に
研
究
発
表
会
を
行
い
、
教
育
委
員

会
及
び
市
内
の
各
小
中
学
校
間
で
共

有
し
、
今
後
の
人
権
教
育
の
取
組
み

に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

災
害
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
新
た
に
輪
島
市
河
川
洪
水
ハ

　
　
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
避
難
行
動
判
定
フ

ロ
ー
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
周
知

不
足
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
主
防
災

組
織
や
防
災
士
に
よ
る
啓
発
活
動
な

ど
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
広
報
わ
じ
ま
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
等
を
通
じ
て
更
に
周
知
を
図
る
ほ

か
、
出
前
講
座
や
自
主
防
災
組
織
の
訓

練
な
ど
で
、
要
望
に
応
じ
て
丁
寧
に
説

明
し
、
周
知
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

(

第
２
波
に
備
え
て)

に
つ
い
て

　
　
　
昨
年
の
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、

　
　
市
が
行
う
広
報
な
ど
へ
の
「
や
さ

し
い
日
本
語
」
の
導
入
に
つ
い
て
提
案

し
ま
し
た
が
、
防
災
行
政
無
線
で
放
送

さ
れ
る
内
容
を
聞
く
限
り
で
は
、
特
に

改
善
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え

ま
せ
ん
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
処
や
行
政
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

に
つ
い
て
の
情
報
、
不
審
な
電
話
へ
の

注
意
喚
起
な
ど
は
、
在
住
外
国
人
や
高

齢
者
に
も
き
ち
ん
と
届
い
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
今
は
幸
い
に
し
て
市
内
で
の
感
染
者

は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
感

染
が
広
が
っ
て
混
乱
が
生
じ
る
前
に
、

在
住
外
国
人
や
高
齢
者
な
ど
情
報
弱
者

も
対
象
と
し
た
、
よ
り
分
か
り
や
す
い

情
報
の
伝
え
方
の
検
討
を
進
め
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
に
つ

　
　
き
ま
し
て
は
、
外
国
人
や
高
齢

者
の
皆
様
方
に
も
御
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
要
点
を
ま
と
め
、
な
る

べ
く
ゆ
っ
く
り
話
す
な
ど
、
聞
き
取

り
や
す
い
放
送
に
な
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
放
送
内
容
を
確
認
で
き
る

よ
う
、
メ
ー
ル
配
信
や
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
方
法
も
検
討
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
、
重
要
な
情
報
を
伝
え
る
一

手
段
と
い
た
し
ま
し
て
、
可
能
な
も

の
か
ら
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
い
表
現

や
聞
き
取
り
や
す
い
言
葉
を
使
う
よ

う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
御
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

・
教
育
に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
危
機
の
な
か
で
の
災
害
の
備

　え
に
つ
い
て

・
小
規
模
事
業
者
等
経
営
持
続
化
支
援

　事
業
費
に
つ
い
て

５

問

問

答

答

問答

鐙　 邦夫 議員
(所属会派)日本共産党
(党　　派)日本共産党

他
の
質
問
項
目

他
の
質
問
項
目

下　 善裕 議員
(所属会派)勇　　　気
(党　　派)無　所　属

令和２年第２回定例会
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坂本 賢治 議員

總
持
寺
開
創
700
年
に
向
け
て
の
取
組

み
に
つ
い
て

　
　
　
空
き
家
活
用
の
状
況
と
新
型

　
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
は
ど
う

か
。

　
　
　
總
持
寺
通
り
の
空
き
家
活
用
に

　
　
つ
い
て
は
、
現
在
４
件
の
候
補
物

件
に
対
し
開
業
希
望
者
を
募
集
し
２
件

成
約
し
て
お
り
、
残
り
に
つ
い
て
も
複

数
件
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

　
ほ
か
に
も
総
持
寺
通
り
協
同
組
合
で

の
利
活
用
や
新
た
な
土
産
物
開
発
が
進

め
ら
れ
、
来
年
に
向
け
た
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
、
寺
院
関
係

の
諸
行
事
に
お
い
て
大
き
な
変
更
は
な

い
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
関
連
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
は
安
全
安
心
を
担
保
し
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
実
施
で
き
る

か
腐
心
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　
街
な
み
環
境
整
備
事
業
の
概

　
　
要
と
、
總
持
寺
通
り
の
魅
力
ア
ッ

プ
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
こ
の
事
業
は
、
景
観
に
マ
ッ
チ

　
　
し
た
休
憩
施
設
等
を
備
え
た
駐
車

可
能
な
広
場
を
整
備
す
る
も
の
で
、
観

光
バ
ス
や
個
人
旅
行
な
ど
の
乗
降
、
発

着
場
所
と
し
て
活
用
し
、
商
店
街
に
に

ぎ
わ
い
を
生
む
起
点
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
で
、
開
創
700
年
に
向
け
た
様
々
な

取
組
が
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
り
、

魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

　
　
　
北
鉄
奥
能
登
バ
ス
門
前
支
所

　
　
の
機
能
が
大
き
く
縮
小
さ
れ
て

い
る
が
そ
の
対
策
が
必
要
で
は
。

　
　
　
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

　
　
民
間
事
業
者
の
経
営
判
断
に
委
ね

る
部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
に
ぎ
わ
い
創

出
の
観
点
か
ら
、
市
と
し
て
で
き
る
こ

と
を
検
討
し
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
促
進
に

つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
対

策
に
つ
い
て

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
症
の
発
生
者
が
多
い
地
域
か
ら

地
方
へ
の
移
住
・
定
住
を
希
望
す
る

人
が
増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
移
住
し
て
い
る
方
々
の
中

に
県
外
の
各
界
各
層
と
広
く
交
流
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
情
報
蓄
積
を
持
っ

た
方
が
何
人
か
い
ま
す
。
そ
ん
な
方
々

と
移
住
促
進
に
向
け
た
意
見
交
換
を

行
い
、
広
く
情
報
発
信
す
る
機
会
に

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
移
住
策
の
充
実
を
図
る
た
め

　
　
に
、
移
住
後
の
ご
意
見
ご
要
望

の
集
約
に
向
け
て
、
ま
ず
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係

　
　
る
活
動
自
粛
要
請
で
、
市
内
の

観
光
関
連
事
業
は
厳
し
い
環
境
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。
輪
島
市
民
ま
つ
り

や
輪
島
大
祭
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
観
光
誘
客
や

問答

問 問答

問問 答

答

答

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
の
か
、
観
光

関
連
事
業
者
へ
向
け
て
将
来
の
見
通

し
の
時
期
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
キ
リ
コ
会
館
を
は
じ
め
市
内

　
　
の
観
光
関
連
施
設
は
６
月
１
日

か
ら
開
館
し
て
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン

30
円
割
引
や
宿
泊
料
20
％
オ
フ
を
補

正
予
算
に
計
上
し
、
速
や
か
に
対
応

を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ

な
が
ら
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し

た
観
光
誘
客
を
進
め
ま
す
。

・
イ
ノ
シ
シ
の
処
理
施
設
に
つ
い
て

一
般
質
問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

他
の
質
問
項
目

　市内の観光関連施設は新型コロナウイルス感染
防止策を講じ６月１日から開館

※写真は輪島キリコ会館

總持寺開創700年のロゴ

令和２年第２回定例会

他
の
質
問
項
目
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問問問 答答

問問答 答答他
の
質
問
項
目

令和２年第２回定例会

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　
　　
国
が
示
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

　
　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
実

践
例
は
細
か
す
ぎ
て
毎
日
実
践
す
る

に
は
困
難
な
の
で
、
毎
日
実
行
で
き

る
輪
島
版
の
生
活
様
式
を
示
す
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
お
示
し
く

だ
さ
い
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
示
さ
れ
た
「
密
集
・

　
　
密
接
・
密
閉
の
回
避
」や「
マ
ス
ク
・

手
洗
い
・
身
体
的
距
離
の
確
保
」
な

ど
の
基
本
的
な
対
策
を
徹
底
し
て
い

き
、
適
切
な
広
報
に
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
小
中
学
校
で
の
社
会
的
距
離

　
　
の
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
今
ま
で
通
り
、
登
校
時
の
検

　
　
温
を
は
じ
め
、
身
体
的
距
離
の

確
保
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
の
３

つ
の
基
本
を
徹
底
し
、
児
童
生
徒
同

士
の
間
隔
を
１
メ
ー
ト
ル
取
り
、
感

染
対
策
に
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。

　
　
　
学
校
以
外
で
の
取
組
み
は
ど

　
　
う
で
す
か
。

　
　
　
保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ

　
　
ブ
で
は
、
職
員
・
園
児
の
マ
ス

ク
着
用
と
外
部
か
ら
の
入
室
制
限
や

親
子
行
事
の
規
模
縮
小
や
中
止
等
、

様
々
な
防
止
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
マ
ス

ク
着
用
や
検
温
、
手
洗
い
の
徹
底
を

行
っ
て
お
り
、
３
密
を
取
ら
な
い
よ

う
な
工
夫
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
更
な
る
少
人
数
学
級
へ
の
見
直

　
　
し
を
、
勇
気
を
も
っ
て
決
断
す
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
　
本
市
独
自
で
の
教
員
採
用
は
現

　
　
時
点
で
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

国
の
第
２
次
補
正
予
算
で
教
員
の
加
配

や
学
習
指
導
員
の
配
置
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
庁
舎
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

　
　
　
市
庁
舎
改
修
工
事
に
伴
い
、
玄

　
　
関
フ
ロ
ア
ー
な
ど
に
輪
島
ら
し

さ
を
表
現
す
る
た
め
に
、
輪
島
塗
で

の
装
飾
を
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
考

え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
市
民
ロ
ビ
ー
の
吹
き
抜
け
に

　
　
面
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
壁
に

漆
塗
り
の
装
飾
を
施
し
、
輪
島
の
歴

史
文
化
を
象
徴
す
る
ス
ペ
ー
ス
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
除
排
雪
対
策
に
つ
い
て

・
複
合
災
害
対
策
に
つ
い
て

椿原 正洋 議員
(所属会派)自民わじま
(党　　派)自由民主党

問問問 答答答

問答

小
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信

技
術
）の
活
用
に
つ
い
て

　
　　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
関

　
　
連
の
今
後
の
整
備
計
画
を
お
示

し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
児
童
１
人
１
台
端
末
の
整
備
に

　
　
つ
い
て
、
本
年
度
限
り
と
さ
れ
た

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
実
施
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　　
各
家
庭
の
通
信
情
報
を
把
握

　
　
す
る
た
め
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
全
体
の
８

　
　
割
以
上
の
家
庭
で
接
続
が
可
能
で

あ
る
ほ
か
、
接
続
で
き
る
端
末
に
つ
い

て
も
全
体
の
７
割
以
上
の
家
庭
で
保
有

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
　　
再
び
臨
時
休
校
と
な
る
可
能

　
　
性
が
あ
る
中
で
、
児
童
生
徒
の

学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
　
　
市
内
小
学
校
に
お
い
て
オ
ン
ラ

　
　
イ
ン
授
業
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
、
具
体
的
な
調
査
及
び
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
財
政
状
況
の
見
通
し
に
つ
い

て　
　　
可
能
な
限
り
財
政
調
整
基
金

　
　
を
市
民
に
還
元
す
べ
き
、
今
回

は
そ
れ
ほ
ど
の
事
態
で
は
な
か
ろ
う

か
と
い
う
思
い
も
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
複
数
の
大
型
事
業
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
考
慮
し
た
今

後
の
財
政
状
況
の
見
通
し
を
お
示
し

く
だ
さ
い
。

　
　
　
必
要
で
あ
れ
ば
可
能
な
支
援
策

　
　
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
日
々
変
化
す
る
行
政
需

要
へ
の
対
応
、
加
え
て
第
２
波
、
第
３

波
へ
の
対
応
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

財
政
調
製
基
金
の
活
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
慎
重
に
取
り
扱
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。市

政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

古坂 祐介 議員
(所属会派)わじま無会派の会
(党　　派)無　所　属

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

児童１人１台
の時代が
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議
案
第
52
号
、
令
和
２
年
度
輪

島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関

係
経
費
の
主
な
内
容
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

経
営
支
援
事
業
で
は
、
売
上
高
が

減
少
し
た
店
舗
へ
経
営
持
続
化
支

援
と
い
た
し
ま
し
て
助
成
金
を
給

付
す
る
費
用
を
追
加
し
、
美
食
の

ま
ち
活
性
化
支
援
事
業
で
は
、
市

内
の
飲
食
店
を
利
用
し
た
場
合
に

抽
選
で
ク
ー
ポ
ン
な
ど
が
当
た
る

「
美
食
の
ま
ち
わ
じ
ま
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
実
施
に
係
る
経
費
を

補
助
す
る
費
用
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
以
外
の
通
常
事
業
分
の
主
な

内
容
と
し
て
、
合
葬
式
墓
所
整
備

事
業
で
は
、
久
手
川
町
の
旧
火
葬

場
跡
地
に
合
葬
式
の
墓
所
を
整
備

す
る
た
め
、
実
施
設
計
に
必
要
と

な
る
費
用
を
、
街
な
み
環
境
整
備

事
業
で
は
、
總
持
寺
開
創
700
年
を

見
据
え
た
観
光
対
策
や
總
持
寺
周

辺
地
区
の
回
遊
性
を
高
め
る
費
用

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
慎

重
に
審
査
を
行
い
採
決
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会

　
議
案
第
59
号
か
ら
議
案
第
61
号

ま
で
に
つ
き
ま
し
て
は
、
認
可
地

縁
団
体
で
あ
り
ま
す
、
い
ず
れ
も

門
前
町
地
内
の
小
山
校
下
自
警

団
、
皆
月
区
、
百
成
大
角
間
区
に

無
償
で
貸
付
け
を
し
て
お
り
ま
し

た
各
集
会
所
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
に
無
償
で
譲
渡
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
執
行
部
に
対
し
て
説
明
を
聴
取

し
、
質
疑
を
行
い
、
質
疑
終
了
後
、

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会

　
議
案
第
58
号
は
、
石
川
県
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
費
補
助

制
度
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
市

に
お
い
て
も
受
給
資
格
者
に
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
障
害
等

級
が
１
級
に
該
当
す
る
者
を
加

え
、
重
度
精
神
障
害
者
の
健
康
保

持
及
び
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
議
案（
６
件
）に
つ
い

て
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
採
決
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

産
業
厚
生
委
員
会

常任委員会報告（抜粋）

令和２年第２回定例会議決結果

令和２年第２回定例会

■全会一致で議決された議案（市長提出10件、議員提出２件）

議案第5 2号

議案第5 3号

議案第5 4号

議案第5 5号

議案第5 7号

議案第5 8号

議案第5 9号

議案第6 0号

議案第6 1号

議会議案第５号

議案第5 6号

議会議案第６号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

令和 2年度輪島市一般会計補正予算 ( 第 3号 )

輪島市国民健康保険税条例の一部改正について

輪島市税条例の一部改正について

輪島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

輪島市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

輪島市心身障害者医療費助成条例の一部改正について

財産の無償譲渡について ( 小山地区集会所 )

財産の無償譲渡について ( 皆月地区多目的集会所 )

財産の無償譲渡について ( 百成大角間地区集会所 )

医療提供体制のより一層の強化を求める意見書

輪島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて

新型コロナウイルス感染症対策に関し自治体に対する財政措置の一層の充実と地方税財源の確保を
求める意見書

議 案 番 号 件　　　　　　　名 議決結果
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令和２年第２回臨時会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

等
に
つ
い
て

　
　
　
輪
島
病
院
と
市
内
医
療
機
関

　
　
等
と
の
連
携
や
協
力
体
制
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
能
登
北
部
保
健
所
や
能
登
北

　
　
部
医
師
会
及
び
介
護
保
健
施
設

等
と
の
連
携
確
保
や
体
制
強
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
輪
島
病
院
で
の
院
内
感
染
を

　
　
防
止
し
、
医
療
崩
壊
に
つ
な
が

ら
な
い
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

　
　
　
院
長
を
先
頭
に
、
感
染
管
理

　
　
を
担
当
す
る
医
師
や
認
定
看
護

師
及
び
医
療
技
術
部
門
な
ど
総
勢
20

名
で
感
染
症
対
策
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
発
熱
外
来
開
設
の
た
め
に
、

陰
圧
用
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン
の
購
入

や
駐
輪
場
の
改
修
・
待
合
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
費
と
し
て
二
百
万
円
を
計
上

し
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
　
　
定
期
診
療
に
電
話
や
オ
ン
ラ

　
　
イ
ン
診
療
な
ど
の
実
施
に
つ
い

て
。

　
　
　
電
話
診
療
を
行
い
能
登
北
部

　
　
薬
剤
師
会
等
の
ご
協
力
を
得
て
、

薬
を
自
宅
に
届
け
て
お
り
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
、
環
境
が
整
っ

て
お
ら
ず
、
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
感
染
症
病
床
に
つ
い
て
。

　
　
　
現
在
４
床
で
す
が
、
感
染
症
対

　
　
策
委
員
会
で
検
討
の
結
果
、
一
般

病
床
を
空
け
10
床
整
備
し
、
感
染
拡
大

防
止
に
備
え
ま
す
。

　
ま
た
、
重
症
患
者
の
た
め
に
人
工
呼

吸
器
等
の
医
療
機
器
購
入
に
九
百
万
円

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
感
染
症
患
者
の
受
け
入
れ
に
つ

　
　
い
て
。

　
　
　
石
川
県
か
ら
要
請
が
あ
っ
た

　
　
場
合
は
、
感
染
症
指
定
機
関
で

あ
り
ま
す
の
で
、
対
応
し
ま
す
。

　
　
　
感
染
症
が
終
息
し
た
後
の
生
活

　
　
や
経
済
対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　
輪
島
青
年
会
議
所
が
行
っ
て

　
　
お
り
ま
す
「
輪
島
み
ら
い
チ
ケ
ッ

ト
」な
ど
は
、飲
食
業
や
宿
泊
業
の
方
々

に
対
し
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ
り
、

職
員
な
ど
に
も
積
極
的
に
利
用
を
呼

び
掛
け
て
い
き
ま
す
。

椿原 正洋 議員
(所属会派)自民わじま
(党　　派)自由民主党

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
し
て

　
　
　
感
染
症
対
策
の
周
知
に
つ
い

　
　
て
、
広
報
活
動
等
の
状
況
は
ど

う
か
。

　
　
　
感
染
拡
大
防
止
対
策
や
、
詐
欺

　
　
被
害
へ
の
注
意
喚
起
な
ど
に
つ
い

て
は
、
広
報
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
折

込
チ
ラ
シ
、
防
災
行
政
無
線
等
様
々
な

方
法
に
よ
り
周
知
を
図
っ
て
お
り
、
特

に
緊
急
性
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は

回
覧
板
が
最
も
有
効
な
手
段
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　
各
種
支
援
制
度
等
に
つ
い
て

　
　
伺
い
ま
す
。

　
　
　
特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
に
つ

　
　
い
て
は
、
郵
送
に
よ
る
申
請
と
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
も
の
の
２
つ
の
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
５
月
15
日

か
ら
受
付
し
５
月
22
日
か
ら
順
次
振
り

込
む
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
の

支
援
が
必
要
な
方
へ
は
一
定
期
間
経
過

し
た
時
点
で
対
処
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
県
の
感
染
拡
大
防
止
協
力
金
は
、
休

業
等
を
要
請
し
た
事
業
者
に
助
成
さ
れ

ま
す
が
、
対
象
と
な
ら
な
い
業
種
に
お

い
て
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
業
種
に

対
し
市
独
自
の
助
成
制
度
を
設
け
速
や

か
に
支
給
し
ま
す
。

　
国
の
事
業
継
続
支
援
給
付
金
に
つ
い

て
は
、
輪
島
商
工
会
議
所
や
門
前
町
商

工
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
円
滑
な
申
請

を
行
え
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
支
援
策
は
非
常
に
多
岐
に

渡
っ
て
い
て
、
そ
の
申
請
受
付
は
一
本

化
す
る
の
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
相
談
の
内
容
に
応
じ
た
担
当
窓
口

を
適
切
に
案
内
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　
学
校
が
休
校
に
な
る
影
響
は

　
　
大
で
あ
り
ま
す
が
、
児
童
生
徒

の
健
康
管
理
や
学
習
支
援
等
の
取
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、
家
庭

　
　
訪
問
の
実
施
や
電
話
、
電
子
メ
ー

ル
等
を
通
じ
て
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
学
習
支
援
等
に
つ
い
て
は
、
問
題
集

や
プ
リ
ン
ト
等
の
教
材
を
郵
送
し
、
家

庭
学
習
を
課
し
な
が
ら
家
庭
訪
問
の
実

施
等
を
通
じ
て
学
習
の
状
況
や
成
果
を

把
握
し
、
指
導
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

問答

問答

問答問答

問答

問問 問答 答 問答 答

議
案
に
対
す
る
質
疑

玉岡 了英 議員
(所属会派)自民わじま
(党　　派)自由民主党

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

経
営
支
援
事
業
費
に
つ
い
て

　
　　
輪
島
市
独
自
の
助
成
金
は
、
国

　
　
の
持
続
化
給
付
金
や
石
川
県
の

感
染
拡
大
防
止
協
力
金
の
対
象
か
ら

外
れ
る
事
業
者
を
支
援
す
る
意
図
が

あ
る
も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　
雇
用
維
持
と
事
業
継
続
の
観
点
か
ら
、

ま
た
市
民
の
生
活
を
守
る
と
い
う
意

味
で
も
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

本
市
助
成
金
の
対
象
か
ら
も
外
れ
る

事
業
者
の
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。

　
他
の
自
治
体
で
は
、
売
上
高
な
ど

を
判
断
基
準
と
し
、
幅
広
い
業
種
・

業
態
に
対
す
る
支
援
を
決
定
ま
た
は

計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
で
も

同
様
の
支
援
を
行
う
お
考
え
は
ご
ざ

い
ま
す
か
。

　
　
　
石
川
県
の
感
染
拡
大
防
止
協
力

　
　
金
及
び
本
市
助
成
金
の
い
ず
れ
に

も
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
事
業
者
へ
の

支
援
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束

後
を
見
据
え
た
地
域
経
済
の
活
性
化
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
定
例
会
に
お

諮
り
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

費
に
つ
い
て

　
　　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
馴
染
み

　
　
の
な
い
方
や
時
間
に
余
裕
の
な

い
方
を
支
援
す
る
た
め
チ
ラ
シ
等
の

作
成
・
配
布
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
５
月
広
報
に
問
い
合
わ
せ
先
な
ど

を
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ
が
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
よ
り
見
や
す
く
分
か
り
や
す

く
す
る
た
め
に
色
分
け
や
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
等
の
使
用
も
検
討
し
て
い

た
だ
き
、
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
る

事
業
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
迅
速
な
対

応
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
各
種
制
度
に
つ
き
ま
し
て
、
で

　
　
き
る
限
り
分
か
り
や
す
く
周
知
す

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

個
人
の
生
活
支
援
に
関
す
る
広
報
に

つ
い
て

　
　　
市
民
へ
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
、

　
　
事
業
者
へ
の
経
済
支
援
に
つ
い

て
は
分
か
り
や
す
い
広
報
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
家
計
へ
の
支
援
や
生
活

困
窮
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
『
広

報
わ
じ
ま
』
で
も
取
り
扱
い
が
小
さ

く
分
か
り
に
く
い
。

　
今
コ
ロ
ナ
禍
で
真
っ
先
に
影
響
を

受
け
る
の
は
企
業
や
商
店
な
ど
で

し
ょ
う
が
、
そ
の
影
響
は
つ
ま
る
と

こ
ろ
市
民
個
々
の
家
庭
に
及
ぶ
は
ず

で
す
。
個
人
へ
の
生
活
支
援
に
関
す

る
情
報
も
大
き
く
分
か
り
や
す
い
掲

載
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
市
民
へ
の
生
活
支
援
に
つ
き

　
　
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
福
祉

課
と
社
会
福
祉
協
議
会
と
で
連
携
を

図
り
な
が
ら
対
応
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
最
初
の
窓
口
は
社
会
福
祉
協
議

会
に
一
本
化
し
て
対
応
し
て
お
り
ま

す
。

　
支
援
制
度
に
は
緊
急
小
口
資
金
を

は
じ
め
、
総
合
支
援
資
金
、
北
山
た

問

問答

問

問答

答

答

す
け
あ
い
資
金
、
住
居
確
保
給
付
金

及
び
食
糧
支
援
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
個
人
の
生
活
支
援
に
関
す

る
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
り
わ

か
り
や
す
く
広
報
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
２
、
第
３
の
支
援
策
に
つ
い
て

　
　
　
今
回
提
示
さ
れ
て
い
る
支
援

　
　
は
市
独
自
の
も
の
と
し
て
は
特

定
の
事
業
に
対
す
る
経
営
支
援
と
子

育
て
支
援
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
コ

ロ
ナ
不
況
の
裾
野
は
広
く
、
ま
た
か

な
り
の
長
期
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
お
伺
い
い
た
し
ま
す
が
本

市
独
自
で
第
２
あ
る
い
は
第
３
の
支

援
策
は
検
討
し
て
お
り
ま
す
か
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

　
　
る
本
市
経
済
へ
の
影
響
は
、
た

い
へ
ん
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
補
償
に
対
す
る
多
く
の
考
え
方
の

１
つ
と
し
て
、
国
や
県
が
手
当
し
て

な
お
、
当
た
ら
な
い
所
に
市
が
手
当

し
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
ど
こ
ま

で
支
援
を
広
げ
る
か
に
つ
い
て
、
公

的
な
財
源
の
中
で
制
度
を
組
み
立
て

て
い
く
の
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
６
月
の
議
会
も
含
め
て

色
々
な
制
度
を
組
み
立
て
て
い
く
こ

と
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
案
に
対
す
る
質
疑

門前　 徹 議員
(所属会派)市民派一馬力
(党　　派)無　所　属

古坂 祐介 議員
(所属会派)わじま無会派の会
(党　　派)無　所　属

広報わじま５月号（３ページに掲載）

令和２年第２回臨時会

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。
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議
案
第
44
号
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
市
内
の
保
育
所
等
に
配
布
す

る
子
ど
も
用
マ
ス
ク
や
非
接
触
赤

外
線
体
温
計
な
ど
の
購
入
の
ほ

か
、
年
度
末
の
事
業
費
の
確
定
に

伴
う
地
方
債
な
ど
の
財
源
調
整
を

行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
議
案
第
47
号
は
、
国
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済

対
策
の
実
施
を
受
け
て
、
市
民
１

人
当
た
り
10
万
円
の
特
別
定
額
給

付
金
を
給
付
す
る
た
め
の
予
算
を

計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
議
案
第
49
号
及
び
議
案
第
50
号

は
、
本
市
独
自
の
支
援
策
を
含
む

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
係
る
令
和
２
年
度
一
般
会
計

及
び
病
院
事
業
会
計
の
予
算
の
補

正
で
あ
り
ま
す
。

　
執
行
部
に
対
し
て
説
明
を
聴
取

し
質
疑
を
行
い
、
質
疑
終
了
後
、

採
決
の
結
果
、
議
案
第
49
号
は
賛

成
多
数
を
も
っ
て
、
残
余
の
議
案

は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
承
認
ま
た
は
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会

　
議
案
第
51
号
は
、
市
立
輪
島
病

院
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
作
業
及
び
業
務

に
従
事
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
の
特
例
を
定
め
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
執
行
部
に
対
し
て
説
明
を
聴
取

し
、
質
疑
を
行
い
、
質
疑
終
了
後
、

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会

　
議
案
第
45
号
は
、
地
方
税
法
等

の
一
部
改
正
に
伴
い
関
係
規
定
の

整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

　
議
案
第
46
号
は
、
地
域
再
生
法

及
び
関
係
省
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
特
例

措
置
に
係
る
適
用
期
間
を
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
延
長
す
る
も
の

で
す
。

　
議
案
第
48
号
は
、
被
保
険
者
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
し
、
又
は
感
染
者
に
対
す
る

傷
病
手
当
金
の
支
給
に
関
し
、
関

係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　
執
行
部
に
対
し
て
説
明
を
聴
取

し
、
質
疑
を
行
い
、
質
疑
終
了
後
、

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に
つ

い
て
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承

認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

産
業
厚
生
委
員
会

常任委員会報告（抜粋）

令和２年第２回臨時会議決結果

令和２年第２回臨時会

■全会一致で議決された議案（市長提出６件）

■賛否が分かれた議案（市長提出 2 件）

議案第44号

議案第49号 令和２年度輪島市一般会計補正予算(第２号)

専決処分の承認を求めることについて(令和元年度
輪島市一般会計補正予算(第５号))

※○は賛成、×は反対です。議長（一二三　秀仁）は採決に加わりません。

議案番号 議　　　案　　　名

自 民 わ じ ま
議
決
結
果

わ
じ
ま
無
会
派
の
会

市
民
派
一
馬
力

勇
　
　
　
気

日
本
共
産
党

○○○

×

○○○○○－○○○○○

市
　
政
　
会

承
　
　
認

○○○

×

○○○○○－○○○○○
原
案
可
決

古
坂
　
祐
介

門
前
　
　
徹

下
　
　
善
裕

鐙
　
　
邦
夫

上
平
　
公
一

坂
本
　
賢
治

東
野
　
秀
人

森
　
　
裕
一

西
　
　
　
恵

一
二
三
　
秀
仁

森
　
　
正
樹

漆
谷
　
豊
和

大
宮
　
　
正

椿
原
　
正
洋

玉
岡
　
了
英

議 案 番 号 件　　　　　　　名 議決結果

議案第4 5号 承　　認専決処分の承認を求めることについて ( 輪島市税条例等の一部改正について )

議案第4 6号 承　　認専決処分の承認を求めることについて ( 輪島市地方活力向上地域における固定資産税の課税の特例
に関する条例の一部改正について )

議案第4 7号 承　　認専決処分の承認を求めることについて ( 令和 2年度輪島市一般会計補正予算 ( 第 1号 ))

議案第4 8号 承　　認専決処分の承認を求めることについて ( 輪島市国民健康保険条例及び輪島市後期高齢者医療に関す
る条例の一部改正について )

議案第5 0号

議案第5 1号

原案可決

原案可決

令和 2年度輪島市病院事業会計補正予算 ( 第 1号 )

輪島市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について
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当
た
り
前
の
こ
と
が
、
当
た
り
前

に
で
き
な
く
な
っ
て
は
じ
め
て
人
は
、

当
た
り
前
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
実

は
、
大
変
有
難
い
こ
と
だ
っ
た
の
だ

と
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
、

今
ま
で
の
普
通
が
普
通
で
な
く
な

り
、
様
々
な
行
事
が
中
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
人
が
集
ま
る
機
会
を
減
ら
し
、

密
接
を
避
け
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、人
と
人
と
の
心
の
距
離
は
、

近
い
ま
ま
で
い
た
い
も
の
で
す
。

　
市
民
の
皆
様
と
、
議
会
の
距
離

を
少
し
で
も
近
く
す
る
た
め
、
議

会
報
編
集
委
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
！

■
議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

森
　
　
　
正
　
樹

西
　
　
　
　
　
恵

森
　
　
　
裕
　一

東
　
野
　
秀
　
人

門
　
前
　
　
　
徹

古
　
坂
　
祐
　
介

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

本会議の生中継・録画は輪島市ケーブルテレビ、市議会のYouTube チャンネルで
見ることができます。

また、Facebook でも情報を
発信しておりますのでご覧ください。

　北信越市議会議長会定期総会及び全国市議会議長会定期総会において、上平公一議員

が議員在職25年以上、西恵議員が議員在職15年以上の永年在職議員特別表彰を授与さ

れました。

　６月23日に開催した本会議において、表彰伝達式が行われました。

永年在職議員特別表彰

上平　公一　議員

【在職25年以上】

西　　恵　議員

【在職15年以上】

●次の定例会は９月です●

輪島市議会
YouTubeFacebook


